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＜連絡事項＞

· 本日午前、エレベーター点検作業終了。

· 本日までに能力開発カードを記入し、下舘ＳＧＭにメールにて提出すること。

· 来週、昇給試験がある為、対象者は受験すること。

· 5/27（火）網戸取り付けの工事を実施予定。

· 5/27（火）朝から学生2名が見学に来る予定。

· 中途採用者ローテーション研修予定

5/26・27　加藤　久子さん（東病棟配属）

6/2・3　　油津　裕子さん（南病棟配属）

6/5・6　　中村　真巳子さん（東病棟配属）

6/9・10　 田端　公子さん（東病棟配属）

6/10・11　鈴木　美智子さん（南病棟配属）

＜外来情報＞

・ 関口　　禅　様～下剤が効かなくなってきたので、自分で調整して飲んでいるとのこと。

・ 北嶋　　剛　様～「デイケアは良い意味で緊張している」と話されている。膝のリハビリについては、整形の先生からバーデハウスなど、プールを使う物を勧められている。

· 田名部　一樹様～「不安があるのはいいこと？」と突然聞いてこられ、何についてか問うと、「将

来について」と話されている。「皆は将来仕事をすると言っているけど、自分は体力がなくて仕事はできないと思う」とのこと。自分のペースで行う事を説明すると、まず料理を覚えることを目標としている。

· 伊藤　雄一　様～生活は自分のペースで行う事できているとのこと。

· 村田　昭一　様～血圧は安定しており、不調はないとのこと。

· 横町　　浩　様～「就職しようと思えばできる。叔父は自分のとこでやれば良いと言っている。で

も家族は駄目だと言う」とのこと。体調については、「頭がボーっとするけど、しゃがむと良くなる」と話されている。

· 島浦　美千男様～デイナイトケアについては「楽しい」と話されており、笑顔みられている。来週、

採血予定。

· 沢田　三郎　様～「（入院しているときより）家の方が落ち着く」とのこと。家では草取りを行っ

ていると話されている。

· 田向　玲美　様～本日分の内服を忘れたとのことで、1日分のみ処方されている。

· 関　　秀治　様～「スタッフに勧められてデイケアを休んだら疲れが取れてよかった」と話されて

いる。疲れが出たら、自分からもそれを言って休むように説明されている。「今回は自分でも無理したかなと思った」とのこと。目が赤いのはまだ続いているとのことで、眼脂もみられており、点眼薬がフルメトロン（ステロイド入り）へ変更となっている。

＜利用者情報＞

· 中村　与一郎様～昨日、入浴時に歯磨きをしていた際、コップ（ガラス製）シャワーホースにひっ

かけて割ってしまっている。持参するコップは、なるべく割れないようなプラスチック製の物にするよう説明。本日はプラスチック製のコップを持参している。

· 駒目　　翔　様～5/19に減薬してから、朝と夕方にイライラするようになったと話されている。

イライラが続くようであれば、担当医にも相談するよう説明している。

· 田向　玲美　様～本日分の内服を忘れており、外来で処方してもらうよう説明すると、「お金がな

いから…。飲まなくても具合が悪くならないかもしれないので、飲まないで様子をみます」と話されている。内服については自己責任であるが、デイケアは治療の場であり、治療を受けに来ているため、きちんと内服は行うよう説明。本日分の内服は、外来にて処方して戴いている。

· 中村　鶴子　様～疲労があるとのことで、本日のデイケアは欠席している。通所は、本人の疲労を

みながら行うよう促していく。

＜デイナイトケア事例検討＞

袴田　淑子様（61）女性　　主病名：統合失調症

デイナイトケア利用月数：11ヶ月（出席率75～90％）

○現在の治療計画

　現在のデイナイトケアの日課がスムーズに行えるように支援していく。

○現在の本人の状態

· 野菜や魚を食べず、好きな物ばかりを食べる傾向で、食事に偏りがある。

· 以前は、食事を極少量のみ摂取し、おかしを食べている状態であった。現在は食事量も増えており、青風荘でもおかしを食べ過ぎている様子はないと情報ある。

· BMIや体重は標準であるため、現状維持。本人には「やせたい」という希望がある。

· 運動に関しては、空き時間に廊下を往復して歩いている。

· プログラム時間になっても、自分からは場所に移動せずにいるが、声をかけられて気付き、参加はすること出来ている。

· 社会資源などを必要時使うことはできるが、本人と家族の調整ができておらず、食事や内服、日中の活動性を考えると、誰かの援助なしでの生活は難しい。

· 料理には興味があり、本人も作ることが出来る。

○今後の治療計画

· 日課やプログラムにスムーズに参加できるよう、声かけなど援助を行っていく。

· 本人の興味のあるものに取り組んで戴き、刺激を与えて、能力維持を図る。










